
　１０月１５日から１１月３０日まで神奈川県では「秋のかながわ献血キャンペーン」を実施しています。県で
は一日約９００人の献血が必要ですが、平成２９年度では約29万８千人（計画の９６．５％）。安定的に血液製
剤を届けるために献血にご協力ください。横浜駅西口・東口など県内には８か所の献血ルームがあります。剤を届けるために献血にご協力ください。横浜駅西口・東口など県内には８か所の献血ルームがあります。
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２０２１年の「ねんりんピック」は１１月６～９日に
神奈川県がビッグイベントへの準備状況報告

　神奈川県では来年２０１９年のラグビーワールドカップ日本大会（９月２０～１１月２日、全国１２会場で開催）の決勝
戦が行われ、２０２０年の東京オリンピック（７月２２日・福島でソフトボール試合、２４日に開会式～８月９日に閉会
式）・パラリンピック（８月２５～９月６日）には一部の競技の会場となり、２０２１年には全国の６０歳以上の人たちのス
ポーツを中心とした交流の行事・全国健康福祉祭（ねんりんピック）の初の神奈川大会が開かれます。第３４回全国
健康福祉祭の開催の会期が２０２１年１１月６日から９日までの４日間と決まり、競技種目は２０２０年の岐阜大会と同
じく史上最大規模のものになります。

【ラグビーワールドカップ日本大会】
　大会は札幌から熊本まで全国の１２カ所で開かれますが、地元の横浜国際総合競技場では（各組内での）プー
ル戦、準決勝、決勝合わせて７試合が行われます。県や横浜市では大会を盛り上げるためのさまざまなイベントを
開催していますが、１０月２７日には強豪国のニュージーランドとオーストラリアが８０年以上にわたって対戦して
きたブレディスローカップが同競技場で開かれ、本場のラグビーが披露されました。チケット販売は今年３～４月に
開催都市市民を対象にした先行抽選販売され、９月１９～１１月１２日には一般抽選販売が行われており、ラスト
チャンスの一般先着販売が来年１月１９日から行われます。

【東京オリンピック・パラリンピック】
　オリンピック時、神奈川県内では江ノ島でのセーリングなど４競技が行われますが、県内での聖火リレーの日程が６
月２９日から７月１日と決まりました。ルートなどについては設置
する聖火リレー県実行委がオリンピック組織委と検討を進めて
いくということです。

【第34回ねんりんピック】
　昭和６３（１９８８）年の兵庫県での
第１回大会以来毎年、全国の都道府
県持ち回りで開かれており、２０２１
年には神奈川県で初めて開催され
ます。正式名称は「第34回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川
崎・相模原大会」。期間は１１月６～９日、行われる３１種目の各
会場となる市町が先ごろ決まりました。種目は卓球、テニス、
ゲートボールなどスポーツ交流１０種目、サッカー、太極拳など
ふれあいスポーツ交流が１７種目、囲碁、俳句など文化交流が４
種目。大会と併せスポーツ吹き矢、パッチワーク、民謡などの９
種目も行われます。観客も含めた参加人員は延べ約６０万人
（選手・役員は約１万人）に上ると見込まれています。
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2021年に開催される第３４

回ねんりんピックは、横浜国際総

合競技場で総合開会式が行われます。また、

期間中は２６市町で３６種目が開催され、選

手以外にも多くの観客が県外から訪れる事

が見込まれます。ラグビーワールドカップやオ

リ・パラで訪れる事が予測される訪日観光客

とは異なる視点で神奈川県の魅力を伝える

観光施策を考える必要があります。
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●昭和43年3月8日　横浜市磯子区生まれ
●横浜雙葉小・中・高等学校卒業
●明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業
●日商岩井㈱ / ㈱メタルワン
●自民党かながわ政治大学12期生

●平成27年4月　県議会議員2期目当選
●産業労働常任委員会委員
●ともに生きる社会推進特別委員会委員長
●美しい環境づくり推進協議会委員
●政務調査会副会長
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磯子磯子磯子磯子あれ？
これ？

　笹下釜利谷道路、ＪＲ根岸線高架から150ｍほど上大岡方面に進むと右斜めに入る古道があります。この

通りは鎌倉時代「かねさわ道」といわれ、古道を入ってすぐ右側に、「馬頭観世音」と刻んだ高さ2m位の碑が

あり台座には「嘉栗」と刻まれています。

　文献・資料は残っていませんが、この馬頭観世音碑が建てられる前にはこれ

とは異なる馬頭観音像があったそうです。　

　現在の碑は比較的新しいもので１０数年前に建てられたものと思われます。

この碑のルーツは栗木村の早川嘉市郎、三次郎が明治４１（１９０８）年に建てた

ものです。二人は栗木村の兄弟で、中区日ノ出町で「栗嘉運送」を営み、明治か

ら大正にかけて馬５０頭、牛５０頭ほどを保有していて、横浜で一番大きな陸送

業者でした。馬頭観音像が建てられたのは馬の供養や、交通の安全を願っての

ものと思われます。

　10月23日（火）、委員長を務める「ともに生きる社

会推進特別委員会」で、津久井やまゆり園芹が谷

園舎と「カフェベーカリーぷかぷか」を視察しまし

た。津久井やまゆり園芹が谷園舎は、2年前の津久

井やまゆり園の事件を受け（旧）県立知的障がい者

施設「ひばりが丘学園」へ仮移転したものです。現

在、利用者の意思を尊重し可能な限り意思が反映

された生活が送れるよう支援を進めています。

　「カフェベーカリーぷかぷか」は、地域の方々との

ふれあいを大切にした就労継続支援B型の事業所

です。「自分たちと違う人間を排除するのではなく、

違った人たちがいた方が社会の幅が広がり豊かに

なる」という考えもと活動を行っています。

歩行が困難な方の
リハビリ用「足こぎ車いす」

カフェベーカリーぷかぷか前にて金澤祥子さんが揮毫し、津久井やまゆり園に寄贈した書

馬頭観世音碑（栗木 1 - 3 3 ）馬頭観世音碑（栗木 1 - 3 3 ）馬頭観世音碑（栗木 1 - 3 3 ）馬頭観世音碑（栗木 1 - 3 3 ）


